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iyakuSearch へようこそ 
 

＊iyakuSearch とは 

 iyakuSearch は財団法人日本医薬情報センター（Japan Pharmaceutical Information 
Center、略称 JAPICといいます）が提供する国内外の医薬品情報に関するデータベースです。
JAPICでは会員制度をとっており、会員の方を中心に医薬品に関する情報提供を行ってまいり
ましたが、これらの情報を一般の方にも開放し、ご利用いただける形にしたものが iyakuSearch
です。 
 

 内容 情報源 収載データ データ内容 データ更新 
医薬文献情報 医薬品の有効性や安全性

に関する情報 
雑誌論文 
（国内誌約 400
誌、海外誌 14
誌） 

1983 年～現在
までの約 30 万
件 

・書誌的事項 
 （表題、著者名、雑誌な

ど） 
・キーワード（KW） 
  医薬品  
  疾病名・副作用名 
  その他内容に関する

KWなど 
・抄録 

1回／月 

学会演題情報 医薬品の有効性や安全性

に関する情報 
学会発表演題 
（国内開催の約

4500学会） 

1993 年～現在
までの約 48 万
件 

・書誌事項 
 （表題、著者名、学会名

など） 
・キーワード（KW） 
  医薬品 
  副作用名 
  安全性に関する KW 

1回／月 

添付文書情報 
(医療用、一般用) 

医療用、一般用医薬品添

付文書情報 
医療用、一般用

医薬品添付文書

市販医療用医薬

品約 18000 品
目（約 12000添
付文書） 
一般用医薬品 
約 7400品目 

医療用、一般用医薬品添付

文書 PDF 
医療用：2回／月
一般用：随時 

臨床試験情報 
（JapicCTI） 

臨床試験（臨床研究・治

験）の概要 
登録者からの情

報 
登録者からの情

報 
・試験の名称 
・試験の内容（試験薬剤名、

疾患名、試験の目的、試験

フェーズ、試験デザイン、

目標症例数、選択基準、な

ど） 
・問合せ先 
・その他 

随時 
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１）医薬文献情報データベース 

 提供データは、1983年以降現在までの約 30万件です。国内雑誌、海外雑誌に掲載された論
文中に医薬品の有効性や安全性に関する情報が記述されているものについて採択しています。

採択した論文は医薬品を中心とした JAPIC独自の抄録を作成し、医薬品を中心としたキーワー
ドを付与し検索に供しています。採択対象雑誌は約 400 誌（うち海外雑誌 14 誌）で、エキス
パート検索画面の「入力支援項目・雑誌名リスト」でご覧いただけます。 
 
２）学会演題情報データベース 

 提供データは、1993年以降現在までの約 48万件です。学会発表演題から医薬品の有効性や
安全性に関する情報のあった演題について、書誌的事項と医薬品を中心としたキーワードを付

与し検索に供しています。採択対象とする学会は総会、学術大会、地方会、例会等毎年約 4,500
学会（延べ開催数）に及びますが、詳細はエキスパート検索画面の「入力支援・学会名索引」

でご覧いただけます。 
 
３）添付文書情報データベース 

 JAPICが収集している医療用、一般用医薬品の添付文書情報がご覧いただけます。 
 
４）臨床試験情報データベース 

 臨床試験の透明性を高める世界的な情勢を受け，臨床試験情報を公開する場として JAPIC
で 2005年 7月 1日よりスタートしたデータベース（JapicCTI）です。 
医薬品（試験薬剤）を用いた臨床試験を対象に登録していただき、登録いただいた臨床試験情

報を公開しています。試験の結果についても 2006年 2月末から登録・公開を予定しています。
収載する情報（試験の名称、試験薬剤など）は登録者の情報に基づき作成されています。 
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＊ご利用について 

 ご利用前に、必ず「iyakuSearch利用約定書」の記載事項をご確認ください。 
 
○利用可能なブラウザソフトのヴァージョン 

 本データベースは、Internet Explorer Ver5.5（日本語版）以上を対象としております。お
使いになるブラウザソフトのヴァージョンをご確認の上、ご利用いただきますようお願いいた

します。 
 
○サービス時間 

 本データベースは 24 時間の提供を原則としておりますが、メンテナンスなどにより一時停
止させて頂く場合がございます。また、その他、サーバーでの障害、データ提供に関するネッ

トワーク上での障害など、予期せぬやむを得ない事情によりサービスを停止する場合がござい

ますのでご了承下さい。
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＊iyakuSearch の使い方 

 
はじめに 

 
iyakuSearchトップページ画面 
 ・最初にトップページの画面から、目的のデータベースの項目をクリックしてください。 

目的のデータベース項目をクリックする。



日本医薬情報センター 

7 / 36 

 
例）医薬文献・学会演題情報検索画面 

 
 
・iykuSearch の各データベースに入った各画面から、「iyakuSearch」のロゴ部分をクリ
ックすると、トップページに戻ることができます。 
・また、タブ部分をクリックすることによりデータベースの切り替えができます。

 

各画面のロゴの部分をクリックするとトッ

プページに戻ります。 

目的のデータベースのタブをクリックすることに

より、データベースの切り替えができます。 
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例）医薬文献・学会演題情報検索画面 

 
 
 
・上記絞込み項目は検索結果の表示時、閉じますが必要により開閉することができます。 
・検索結果の表示において、検索語は赤字で強調されますが、不要な場合は表示結果右上の「検

索語を強調しない」をクリックすると強調を消すことができます。 

検索後、ココをクリックすると

絞込み項目が表示されます 

ココをクリックすると、赤い

強調が消え、黒になります。 
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＜医薬文献・学会演題情報データベース編＞ 

 
検索方法はフリーワード検索と、入力支援項目を利用するエキスパート検索があります。 
 
○フリーワード検索：基本 

 
・検索画面の医薬文献・学会演題の下のボックス（フリーワード検索エリア）に検索したい用

語を入れたらさらにその下の検索ボタンをクリックすると検索を実行します。（Ｅｎｔｅｒ

キーでは実行されません） 
・２つ以上の用語を掛け合わせる場合は、検索語を演算子記号で連結して入力してください。

その場合、＊（ＡＮＤ検索の場合）、＋（ＯＲ検索の場合）、＃（ＮＯＴ検索の場合）または

（）カッコを使用することができます。これらの演算子を利用することにより様々な検索条

件を編集できるようになっています。例えば（Ａ＋Ｂ）＊（Ｃ＋Ｄ）などのように（ ）を使
用した検索、Ａの集合からＢの集合を取り除く「Ａ＃Ｂ」などの検索が可能となります。 
 キーワード間に「スペース」や「、」を挿入しても AND検索にはなりません。 

フリーワード検索エリア 

フリーワード検索エリアに

検索用語を入力したら検索

ボタンを実行 
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・入力文字はアルファベットと和名・カナともに、大文字、小文字、全角、半角いずれを用い

ても同様に検索されます。 
・入力されたキーワードは部分一致で検索されます。 
・フリーワード検索には Stopwordを設定しています。アルファベットの 1文字だけ（例えば
「J」）を入力した場合は検索されません。 
・スペースを含む用語を検索する場合にはスペースもそのまま入力してください。スペースは

全角、半角どちらでも同様に検索されます。 
・フリーワード検索で検索できる内容は、医薬品名（和名、英名何れでも可能）および薬効分

類・会社名・剤形等医薬品関連事項、著者名、所属機関名、疾患・副作用名、雑誌名、学会

名、その他文献あるいは学会発表の内容のうち医薬品の使用に関する事項から検索できます。

入力した用語は、書誌的事項、抄録（JAPIC が独自に作成したもの）、キーワード（JAPIC
が独自に付与したもの）から検索します。 
・医薬品名を検索する場合、一般名で検索すると網羅的な検索が行えます。商品名、治験番号

等で検索するとその名称でしか検索されませんが、一般名で検索すると JAPIC辞書を用いて
各商品等その一般名を含むすべてのデータを検索することができます。一般名が分からない

場合には、エキスパート検索の入力支援項目・医薬品名から検索して参照することが可能で

す。ただし、アルファベットで入力した場合とカナで入力した場合とで、検索結果に相違が

あります。論文中必要な用語として付与されたキーワードとしての医薬品名はいずれで検索

しても同じ結果になりますが、表題中および抄録中の表現に相違があるため、全体としての

結果は異なる場合があります。 
・著者名・所属を検索する場合、著者が日本人でも欧文の文献を検索する場合はアルファベッ

トで検索してください。海外文献では、外国人著者名のファミリーネーム以外はイニシャル

となっています。 
 
○絞り込んで検索 

 
検索データベースの選択 
・医薬文献データベース、学会演題データベース、すべてのデータベース（医薬文献ＤＢと学

会演題 DB）から検索するデータベースを選びます。初期設定は医薬文献 DB に設定されて
います。 
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絞込み項目 

 
年月指定 
雑誌の発行年月、学会開催年月を限定できます。年まででも指定できます。初期設定は空白か

ら最新更新分までになっています。 
 
その他の絞込み項目 
副作用の記述の有無、記事種類、試験対象からの絞込みが可能です。2 つ以上の項目にチェッ
クをいれた場合は AND検索になります。 
なお、記事種類と試験対象のキーワードは医薬文献ＤＢにのみ付与しています。学会演題ＤＢ

を選択した場合、記事種類と試験対象項目にチェックを入れると学会演題ＤＢはヒットしませ

ん。 
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○エキスパート検索・入力支援項目の使い方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エキスパート検索をクリック 
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入力支援項目とは、データベースに登録されているＪＡＰＩＣで付与したキーワードを調べ

るときに利用します。ＪＡＰＩＣ作成の辞書や、採択誌または採択学会のリスト、キーワー

ドリストなどを参照して、適切な用語で絞り込み検索ができます。 

 
画面メニューの入力支援項目から検索したい用語に関連する項目を選択し、関連用語を調べ検

索したい用語を選択すると、自動的にフリーワード検索エリアに追加されます。フリーワード

①任意の 1文字以上を入力して「調べる」を実行。
３文字以上にするとより効果的です。 

③データベースで検索したい

用語を選びチェックを入れて

「決定」を実行。 

④フリーワード検索エリアに検索用語が追

加される。検索用語を複数追加した場合は初

期設定で演算子“＋”ＯＲ連結されるが編集

可能。 

②結果表示
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検索に追加された検索語は演算子記号（＋ＯＲ）で連結されますが、演算子記号は編集変更で

きます。 
 
１．医薬品索引 
データベースに収載されている医薬品名を和名・カナ・英名から調べることができます。 任意
の医薬品名を 3文字以上入力して「調べる」を実行すると、一般名と商品名・治験名などを確
認することができます。一般名には、国際一般名（ＩＮＮ）と慣用名を採用しています。一般

名を検索語とすると網羅的な検索ができます。 
 
探したい医薬品名が調べられない場合のヒント 
・治験名はアルファベットと数字の間にはハイフン（－）を入れています。例）IYAKU-01 
・漢方薬の漢字が変換できない場合は、大文字カナで検索してみてください。例）センキユウ

（川きゅう） 
・間違えやすい医薬品名 
間違えやすい入力例 正しい検索語 

サイクロスポリン シクロスポリン 

シクロフォスファミド シクロホスファミド 

インドメサシン インドメタシン 

デキサメサゾン デキサメタゾン 

ベクロメサゾン ベクロメタゾン 

プロスタグランディン プロスタグランジン 

アンホテリシンB アムホテリシンＢ 

 

２．薬効分類一覧 

日本標準商品分類（薬効別８７分類）を調べることができます。医薬品名と連結して絞込み検

索することもできます。 

 

３．薬効補足一覧 

ＪＡＰＩＣオリジナルの薬効補足ワードから検索する時に利用します。 

たとえばセフェム系抗生物質、HMG-CoA 還元酵素阻害剤などの上位概念から、ＪＡＰＩＣ作成

の医薬品辞書を介してそれに該当する医薬品を検索できます。 

 

４．疾病索引 

データベースに収載されている疾病名を調べることができます。 任意の疾病名を 1文字以上入
力して「調べる」をすると、基本語と慣用語を確認することができます。疾病名は論文中に記
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載された疾病名（慣用語）と統制した疾病名（基本語）があり、基本語は上位概念で統制され

ているものと、表現のみを統制したものとがあります。上位概念で統制した用語（基本語）を

検索語とすると網羅的な検索ができます。 

 

５．副作用索引 

データベースに収載されている副作用名を調べることができます。 任意の副作用名を 1文字以
上入力して「調べる」をすると、基本語と慣用語を確認することができます。副作用名は論文

中に記載された副作用名（慣用語）と統制した副作用名（基本語）があり、基本語は上位概念

で統制されているものと、表現のみを統制したものとがあります。基本語には、WHO の国際医

薬品モニター制度で使用されている ART（Adverse Reaction Terminology）をもとに国内繁用

の用語を追加し作成した厚生労働省監修の「医薬品副作用用語集」（JART）の基本語を採用して

います。なお、一部 JART にはない用語で当センターが独自に作成した基本語も含まれていま

す。上位概念で統制した用語（基本語）を検索語とすると網羅的な検索ができます。 

 

６．器官別副作用一覧 

データベースに収載されている副作用が生じた部位を皮膚、骨格筋、中枢神経系などの 30 の器

官別に分類した器官別副作用用語です。器官別副作用用語には、WHO の国際医薬品モニター制

度で使用されている ART（Adverse Reaction Terminology）をもとに国内繁用の用語を追加し

作成した厚生労働省監修の「医薬品副作用用語集」（JART）の器官別大分類を採用しています。

器官別副作用用語を検索語とすると器官別分類による網羅的な検索ができます。 

 

７．剤形一覧 

データベースに収載されている医薬品の剤形用語です。剤形用語は、原則として論文中に記載

がある場合にのみ付与しています。 

 

８．投与経路一覧 

データベースに収載されている医薬品の投与経路用語です。剤形用語は、原則として論文中に

記載がある場合にのみ付与しています。 

 

９．会社名リスト 

データベースに収載されている医薬品の製造会社または輸入元（商品名の場合）、開発会社（治

験名の場合）の名称から検索できます。 
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１０．雑誌名リスト 

医薬文献データベースに収載されている雑誌名のリストです。 

 

１１．医薬文献キーワード 

医薬文献データベースには、医薬品、疾病、副作用などの上記１１種類のキーワード以外に文

献内容と医薬品に即したキーワードを付与しています。 

（１）文献内容絞込み：臨床・Phase、比較試験、薬物動態、薬理、製剤、製法、安全性試験
（毒性試験を含む）、分析・測定法、用法・用量、疫学、移植、麻酔、予防の 13種類を上位分
類とした文献内容に関する用語が表示されます。 

（２）対象絞込み：ヒト、動物、in-vitro、ex-vivoの 4種類を上位分類とした医薬品の投与対
象となった用語が表示されます。 

（３）その他の絞込み：文献内容絞込み、対象絞込みのキーワードに含まれていない、副作用、

安全性、相互作用、誤用、薬剤耐性など重要なキーワードが表示されます。 

 

１２．学会演題キーワード 

学会演題データベースには、医薬品以外に６つのキーワードを付与しています。 

（１）副作用：以下の場合『副作用』のキーワードを付けています。 

  ・医薬品により生じた副作用の症例報告、医薬品の副作用についての検討が主題の場合、 

   『副作用』のキーワードとともに具体的な『副作用症状名』を付与 
  ・ヒトを対象とした医薬品の有効性についての検討が主題の場合で、文中に医薬品によ 

   る有害事象の記載がある場合には『副作用』のキーワードを付与 
（２）感染症：医薬品への病原体の混入により生じた感染症の報告、あるいはその感染症につ

いての検討が主題の場合は『感染症』のキーワードとともに具体的な『感染症名』を付

けています。 
（３）安全性：以下の場合『安全性』のキーワードを付けています。 

  ・医薬品による安全性を検討している場合 

   ・動物、in vitro で医薬品の副作用の発現機序を解明している場合  

  ・動物、in vitro で医薬品の毒性を検討している場合 

（４）相互作用：医薬品同士、あるいは医薬品と他の物質（例：食品）との相互作用について

検討している場合に『相互作用』のキーワードを付けています。 

（５）品質：医薬品の溶出試験、崩壊性試験、製剤学的バイオアベイラビリティーについ 

   て検討している場合に『品質』のキーワードを付けています。 

（６）副作用軽減：医薬品によって生じた副作用について、他の医薬品での治療あるいは予防
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効果を検討している場合に『副作用軽減』のキーワードを付けています。 

 
１３．学会名索引 
学会演題データベースに収載している学会名を、学会名または開催年月から調べて、参照する

ことができます。 
 
 
※検索の際の注意事項 
医薬文献データベース検索において下記の点にご注意下さい。 
国内文献：総説文献では、JAPICで付与しているキーワードは、医薬品名、疾病名、副

作用名、医薬文献キーワード（下記に記述）の一部の種類のみとなっております。 
海外文献：抄録番号 200450277以降は、医薬品の有効性、安全性に関する文献を収録し

ておりますが、抄録番号 200450276までは副作用に関する文献のみの収録と
なっております。また、JAPICで付与している医薬文献キーワード（下記に記
述）に関しては、抄録番号 200450276までの文献は、一部の種類の付与となっ
ています。 
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【画面表示について】 

 
○検索結果の表示内容 
＜＜医薬文献情報＞＞ 
・検索結果一覧 
＜書誌的事項一覧表示＞ 

 
１回に表示する件数は、10、20、50、100件表示から選択できます。 
表示の順（新旧）は選択することができます。 
 

プルダウンにより「新しい順」、「古い順」

から選択可能 

プルダウンにより 10、20、50、100件表示
から選択可能 

書誌的事項
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検索結果の一覧では、下記の書誌的事項が表示されます。 
①抄録番号：JAPICでの文献管理番号です。先頭にＪが付与されているものは国内雑誌、先頭
にＦが付与されているものは海外雑誌に掲載されていた論文から採択した情報です。 
②標題：海外情報に関しては英文の標題に続いて、「；」で日本語の標題（JAPIC で翻訳し内
容を加味して付与したもの）を記載しています。また、医薬品をテーマにしている総説、解

説、展望、トピックス、話題などの記事や過去に発表されたデータをもとに解説を加えている

論文、論説などを「総説」とし、標題の最後に「（総説）」と記載しています。 
③著者名・所属：国内文献に関しては２０００年までは先頭の著者から５名まで、２００１年

からは全著者名を収録しています。海外文献に関しては先頭著者のみ収録しています。 
④雑誌名：先頭の「アルファベット＋数字」は JAPIC 雑誌名コードで、JAPIC での雑誌の管
理コードです。また抄録番号 2004以降は、雑誌名に続くカッコの中に「ISSN：」という表
示と共にＩＳＳＮ Ｎｏ．の「数字」を表示しています。 
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文献抄録表示 
１）書誌的事項一覧表示 
 

 
 
２）文献抄録表示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書誌的事項

参照文献

②クリックする 
①チェックを入れる 

抄録
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「抄録番号」の前のチェックボックスにチェックを入れ、「文献抄録表示」をクリックしていた

だきますと、上記検索結果の書誌的事項一覧の内容のほかに、参考文献数および JAPICが独自
に作成した抄録が表示されます。 
ただし、国内情報では、総説の抄録は文献の見出し語が記載されています。 
 
・付加情報 
 
１）書誌的事項一覧表示 
 
 

目的の「抄録番号」または「付加情

報」をクリックする 
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２）付加情報表示 

 
「抄録番号」を直接クリックあるいは「付加情報」をクリックしていただきますと、上記「文

献抄録表示」の内容のほかに、JAPICが独自に付与した下記のキーワードが表示されます。 
 
①医薬品名：文献中に出現した医薬品名に一般名、会社名（商品名の場合）、薬効分類［薬効補

足］を付与して表示しています。 
②剤形 

抄録

JAPIC付与キーワード類

書誌的事項
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③投与経路 
④疾病：「基本語（文献中に出現した用語：慣用語）」の順で記載しています。これらの用語の

関係は JAPICで独自に定めたものですが、基本語はＩＣＤ９に準拠しています。 
⑤副作用：具体的な副作用が記載されていた場合、「基本語（文献中に出現した用語：慣用語）

［その副作用に関与した医薬品名］」の順で記載しています。これらの用語の関係は JAPICで
独自に定めたものですが、基本語は JART に準拠しています。（）内にはその副作用に関与し
た医薬品名を記載しています。 
⑥器官別副作用：上記副作用を器官別に表したものです。（）内にはその副作用に関与した医薬

品名を記載しています。 
⑦医薬文献キーワード：上記各キーワード以外に JAPICが独自に付与したキーワードで、文献
内容を示したものです。詳細はエキスパート検索画面の「入力支援項目・医薬文献キーワード」

をご覧ください。 
 
＜＜学会演題情報＞＞ 
・検索結果一覧 
１回に表示する件数は、10、20、50、100件毎から選択できます。 
表示の順（新旧）は選択することができます。 
 
検索結果の一覧では、下記の書誌的事項が表示されます。 
①受け入れ番号：先頭にＧが付与されているものは、学会抄録集・予稿集あるいはプログラム

から採択した情報です。先頭にＳが付与されているものは、雑誌に掲載されていた学会報告

（抄録あるいはプログラム）から採択した情報です。 
②演題：演題名は原文どおりです。 
③著者名・所属：全演者名が入力されています。 
④学会名（開催日）：学会名は原文どおりです。 
 
・文献抄録表示 
「抄録番号」の前のチェックボックスにチェックを入れ、「文献抄録表示」をクリックしていた

だきますと、上記検索結果一覧のほかに、雑誌から採択した学会には「雑誌名 巻（号） ペ

ージ」が表示されます。 
ただし、学会演題データベースでは抄録を作成しておりません。 
 
・付加情報 
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「抄録番号」を直接クリックあるいは「付加情報」をクリックしていただきますと、上記「文

献抄録表示」の内容のほかに、JAPICが独自に付与した下記のキーワードが表示されます。 
 
① 医薬品名：学会情報（表題、抄録）で検討対象となっている医薬品名を抽出して、一般名、

会社名（商品名・治験名の場合）、薬効分類［薬効補足］を付与しています。 
② 副作用：副作用が主題の論文で具体的な副作用が記載されていた場合、基本語（文献中に

出現した用語：慣用語）の順で記載しています。これらの用語の関係は JAPICで独自に定
めたものですが、基本語はＪＡＲＴに準拠しています。 
③ 学会演題キーワード：JAPICが独自に付与したキーワードが収載されています。詳細はエ
キスパート検索画面の「入力支援項目・学会演題キーワード」をご覧ください。 

 
【マイページについて】 

 
・更新情報がご確認いただけます。 
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＜添付文書情報データベース編＞ 

 
 添付文書情報は、医薬品名（商品名、一般名）および会社名（製造、輸入、販売、発売会社）

からデータベースを検索し、添付文書の PDF をご覧いただける仕様になっています。収録す
るデータは、医療用医薬品約 18,000品目添付文書（PDF約 12,000枚），一般用医薬品約 7,400
品目の添付文書となっています。 
１．データ更新 
 ・医療用は 2回／月、一般用は随時行います。 
２． 検索方法 
・以下の検索画面、検索結果表示の例をご参照ください。 
・医療用、一般用、すべての中から検索するものを選択できます。 
・医薬品名、会社名共にカナ、漢字、アルファベットで検索でき、部分一致で検索します。 
検索結果は添付文書毎に表示され（含量違い、剤形違い等で同一の添付文書に記載されて

いる場合は 1 件として取扱います）、右側に表示されている PDF 表示をクリックすると
添付文書の PDFを表示します。 

 
＜添付文書情報 検索画面例＞ 

 （例） 「シクロスポリン」で医療用添付文書の検索を行う場合 

 

＜検索結果一覧＞ 

 
 
 

『検索』を Click！ 

『医療用』にチェック、および 
『シクロスポリン』と入力。 
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『添付文書（PDF）を表示する』を Click
すると添付文書の PDFを参照可能。 
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＜臨床試験情報データベース編＞ 

 
○登録方法 
 登録内容として，試験の名称，試験の概要，試験薬剤名，対象疾患名，試験デザイン，対象

基準，担当部署等があります。登録の流れは図１のようになります。 

・実際の方法は以下のようになります。 
１．iyakuSearchのトップページ右下の「臨床試験情報」をクリックします。（図２） 
２．クリックすると JapicCTIのトップページへ移動します。JapicCTIの目的，内容等を確認
し，「理解しました」をクリックするとボタンが３つ出現します（図３）。また，「こちら」

をクリックすると「臨床試験情報の登録と開示に関する JAPIC の取り組み」
（JAPICNEWS７月号記事）を確認できます。 

 

図１

システム利用申請

・臨床試験情報システ
ム利用申請書に必要事
項を記入。

・郵送にて JA P ICまで
ご送付下さい。

・頂いた情報をデータベースに
登録後， JA PIC -ID（ Jap ic C T I-番号）
を e-M ailにてお知らせします。

*この時点では情報は非公開情
報となっております。

JA P IC臨床試験情報登録処理

スター ト

公開！

JA P ICユーザ登録処理
・システム利用申請書
受理後，登録者 IDとパ
スワードを発行。

・郵送にて申請者の方に
お知らせします。

・ JA P ICよりお知らせし
た JA P IC -ID（ J ap ic C T I-番号）

を使用して内容を確認後，
公開処理を行ってくださ
い。

公開処理

・システムにログインし
ます。

・申請者の方は登録者 IDとパス
ワードを使用してシステムにロ
グインします。

・臨床試験情報登録申請書，臨
床試験情報登録票をダウンロー
ドし必要事項を記入して JA PIC
までご送付ください。

臨床試験情報登録申請

・ e-M ail，郵送にて JA PICまで
ご送付下さい。

更新の場合
修正の場合

初回のみ

理解しました 

こちら 

図３ 図２

臨床試験情報 
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３．出現した３つのボタンの内「システム利用申請書」をクリックすると，「臨床試験情報シス

テム利用申請書」，「登録申請フロー」が表示できるページに移動します。（図４，図５） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．「臨床試験情報システム利用申請書」を使用してユーザ登録を行います。 
５．ユーザ登録時に JAPICよりお知らせした登録者 ID，パスワードでシステムにログインし
ます。（図６） 
６．ログイン後，情報作成に必要な情報作成アイテム（「臨床試験情報登録申請書」，「臨床試験

情報登録票」または「JPMA 用申請ツール」）をダウンロードし，情報を作成後，JAPIC
に送付します。また，参考・説明資料もございますのでご確認ください。（図７） 
７．情報を JAPICに送付後，JAPICから登録完了のお知らせが届きます。（この段階では仮登
録です。） 
８．登録者 IDでシステムにログインし，「臨床試験情報検索」をクリックします。（図８） 
９．７．のお知らせの中に JAPIC-IDがございます。JAPICに送付した内容と JAPIC-IDで検
索し表示された内容とが合致することをご確認ください。 
１０．合致する場合は，下部にある「公開」をクリックします。（図９，この段階で本登録完了

です。）合致しない場合は，６．からの手順を再度行っていただくか，JAPIC までご連絡
下さい。 

図５

臨床試験情報システム利用

申請書 

登録申請フロー 

図４ 

臨床試験情報システム利用

申請書 

図６ 

臨床試験情報登録者ログ

イン 

参考・説明資料 

情報作成用アイテム 

図７ 
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○検索方法 
 試験薬剤名（中間一致），疾患名（中間一致），薬効分類（完全一致），JAPIC-ID（完全一致），
言語（日本語・英語から選択）から検索ができます。今後の予定として全文からの検索を考え

ております。 
 
・実際の方法は以下のようになります。 
１．検索方法と登録方法の１．２．までは同様です。出現した３つのボタンの「臨床試験情報

検索」をクリックします。（図１０） 
２．検索画面が表示されるので，項目内に検索語を入力します。（図１１） 
３．検索結果が一覧リストで表示されます。（図１２） 
４．一覧リストの JAPIC-ID部分をクリックすると詳細が表示されます。（図１３） 

 

 

公開 

図９ 

図１１図１０ 

臨床試験情報検索 

図８ 

臨床試験情報検索 
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図１３図１２

JAPIC-ID 
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＊ 更新情報 
医薬文献・学会演題情報：１回／月 
添付文書情報：医療用 2回／月 
       一般用 随時 
臨床試験情報：随時 
 

 
＊システム障害等に対する措置 
１）本サービスが通信回線の障害その他 JAPICの責に帰することのできない事由による場合 
    を除くシステム障害によって中断した場合、JAPICは、その回復に最善の措置を講ずる 
    こととします。但し、上記障害に起因する利用者の損害については JAPICは一切責任を 
    負わないものとします。 
２）コンピュータトラブル、メンテナンス、その他オンライン上の運営上やむを得ない場合は、 
    利用者への事前の通知なく、一時的にシステムを中断することがあるが、これにより利用 
    者が損害を被っても JAPICは一切責任を負わないものとします。 
 
＊ウイルス対策 
  データファイルにつきましては、全てウイルスチェックを行い、万全を期してはおりますが、
チェック時においては未知のウイルスであった場合等、ウイルスの発見ができないケースも想

定されますので、ご利用者自身の責任においてご利用いただきますようお願いいたします。ウ

イルス感染などのトラブルが生じた場合に、JAPICは一切責任を負わないものとします。 
 
＊免責事項 
 ＪＡＰＩＣは、iyakuSearchに記載された情報の完全性・正確性に対して一切の保証を与え
るものではありません。ＪＡＰＩＣは、本ホームページに含まれる情報もしくは内容を利用す

ることで直接・間接的に生じた損失に関し、一切責任を負わないものとします。 
 
＊個人情報保護基本方針 
  これからの IT 社会において、個人情報の保護は非常に重要な課題です。JAPIC は、個人情
報を適切に管理することを社会的責務と考え、個人情報保護に関する方針を以下のとおり定め、

役員、職員及び関係スタッフに周知徹底を図り、これまで以上に個人情報保護に努めます。 
１．JAPICは、事業の内容と規模を考慮して、個人情報を保護・管理する体制を確立し、適切
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な個人情報の収集、利用および提供に関する内部規則を定め、これを遵守します。 
２．JAPICは、個人情報への不正アクセス、個人情報の紛失、破壊、改ざんおよび漏洩などに
関する万全の予防措置を講ずることにより、個人情報の安全性・正確性の確保を図り、万

一の問題発生時には速やかな是正対策を実施します。 
３．JAPICは、お客様の個人情報の保護に関係する日本の法令その他の規範を遵守するとと 
    もに、本基本方針の内容を継続的に見直し、その改善を行います。 
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＊iyakuSearch 利用約定書 

 
iyaku Search 利用約定書 

2004.8．18 

財団法人日本医薬情報センター（以下「JAPIC」という）の提供する iyaku Searech（以下「本サー

ビス」という）の利用は、下記の条項による。 

 

第１条（提供サービスの変更等） 

  JAPIC は、本サービスのファイルの追加、削除又は修正については、JAPIC ホームページ（以下「Ｈ

Ｐ」という）上で通知する。 

 

第２条（提供時間帯） 

  本サービスの提供日及び時間帯は、ＨＰ上に定める提供日及び時間帯とし、その変更は、ＨＰ上

で通知する。但し、やむを得ない事情により本サービスを提供することが困難な場合を除く。 

 

第３条（パスワード） 

  JAPIC は、利用者に対し本サービス利用のためのパスワードを発行する。 

２．利用者は、交付されたパスワードによる本サービス利用料については、すべての支払責任

を負う。 

３．利用者は、交付されたパスワードを変更したい場合は、利用者の責任において変更することが

できる。 

４．交付されたパスワードは、登録された利用者本人に限り使用できるものとし、他人に譲渡

又は貸与してはならない。 

 

第４条（利用料金） 

  本サービス利用料は、JAPIC がＨＰ上で定める料金とし、その変更は、ＨＰ上で通知する。 

２．利用期間は JAPIC がパスワードを発行した日から 1年間とし、利用者は、利用期間終了の 30 日

前までに次年度の利用料金を支払うことにより、さらに 1 年間利用期間を更新することができるも

のとし、その後も同様とする。 

 

第５条（利用者への事前通知） 

  第１条、第２条及び第４条に定める利用者への通知は、遅くとも１４日前までにＨＰ上で通知す

るものとする。 
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第６条（利用料金の請求及び支払） 

  JAPIC は、第４条に基づき、ＨＰ上で定める本サービス利用料を利用者に請求する。 

２．前項の請求金額は、利用料のほか、法令所定の消費税率を乗じ、円未満を切り捨てて得たもの

とする。 

３．利用者は、上記の金額を、その請求書を受領後 30 日以内に JAPIC に支払うものとする。 

４．一度支払われた利用料金は返還しない。 

 

第７条（システム障害等に対する措置） 

  本サービスが通信回線の障害その他 JAPIC の責に帰することのできない事由による場合を除くシ

ステム障害によって中断した場合、JAPIC は、その回復に最善の措置を講ずる。但し、上記障害に

起因する利用者の損害については JAPIC は一切の責を負わない。 

２．コンピュータトラブル、メンテナンス、その他オンラインの運営上やむを得ない場合は、利用

者への事前の通知なく、一時的にシステムを中断することがあるが、これにより利用者が損害を被

っても JAPIC は一切責任を負わない。 

 

第８条（免責） 

  JAPIC は、本サービスの利用に伴い発生した利用者のいかなる損害に対しても、一切の責を負わ

ないものとする。 

２．利用者は、JAPIC が提供するデータベースの内容、及び利用者が本サービスの利用を通じて得

る情報等について、その完全性、正確性、適合性又は有用性等について明示的にも黙示的にも何ら

の保証もしていないことを了解する。 

 

第９条（利用の制限） 

  本サービスは、利用者自身の調査研究の目的にのみ利用できるものとし、営利及びその他の目的

に利用し、または第三者に利用させてはならない。 

２．利用者は、本サービス利用において、本契約に定める事項並びに JAPIC の指定する利用方法及

び利用上の制限を遵守しなければならない。 

 

第１０条（著作権等） 

  本サービスで提供されるデータの著作権法上の権利は、すべて JAPIC に帰属する。 

２．本サービスの利用は、端末機のディスプレイスクリーン上への表示又はプリンターによる

印字に限るものとし、機械可読記録、その他の方法による利用を行ってはならない。 
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３．出力物を印刷又は機械可読記録の方法によって複製・編集を行ってはならない。  

４．利用者は、いかなる方法においても、第三者に対して、本サービスを通じて提供されるい

かなるデータも、使用させたり、公開させたりしてはならない。 

 

第１１条（原文複写申込） 

  利用者は本サービスを通じ、原著論文の複写申込をすることができる。但し、当該複製物は調査・

研究の目的にのみ利用できるものとし、当該複製物を更に複製してはならない。  

 

第１２条（変更の届出） 

  本サービス利用申込事項について変更が生じたときは、利用者は、JAPIC に対し、すみやかに書

面で当該変更を届け出なければならない。 

 

第１３条（契約の解除） 

  本契約は、当事者の一方から、書面による 30 日以前の通告によりいつでも解除することができる。 

２．JAPIC は、利用者が本約定に定める条項に違反した場合は、何等の通知、催告なくして、本契

約を解除し当該利用者のパスワードを無効とすることができる。 

３．利用者は、前項の契約違反により、本契約を解除された場合、JAPIC が被った損害について賠

償の責を負うものとする。 

４．利用者は、本条の定めにより、本契約が解除となり本サービス利用料金に未払いがある場合は、

即時その全額を JAPIC に支払わなければならない。 

５．一度支払われた利用料金は返還しない。 

 

第１４条（契約の発効） 

  本契約は、所定の様式による本利用申込後に、利用申込者が利用料金を支払い、JAPIC が発行す

るパスワードの交付と同時に発効する。 

 

第１５条（利用約定の変更・改定） 

  JAPIC は必要があると認める場合は、本約定書を変更し、又は新たな条項を追加し改定すること

ができる。 

２．前号による変更・改定は、遅くとも 14 日前までに、本サービス内又はＨＰ上への掲示によって

周知する。 

 

第１６条（管轄裁判所） 
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  本契約に関連する訴訟は、その専属管轄裁判所を東京地方裁判所とする。 


